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１ 研究の目的 

現在の化学技術では様々なものが方法を変えて発展が遂げられている。そこで私たちは、染色

について注目し、どういった発展を遂げることができるのか、実際にインディゴを用いて研究を

行った。普通ならばインディゴは還元したうえで染色をしなければ染められないが、薬品で還元

をして、インディゴの色に近づけることができるのだろうかということを課題とした。 
２ 研究の方法 

＜基本の実験手順＞①使用する布を縦４cm、横６cm 四方に切り、煮沸する。 ②水 100ｇに水酸

化ナトリウムとハイドロサルファイトナトリウムを溶かし、染色液を作る。③布を染色液に浸し、

染色する。 ④染色液から取り出し酸化させる。⑤染まり具合をデジタルカメラで暗室内で一定の

距離から撮影し、パソコンのペイント機能を用いて RGB 値を出し、数値化する（インディゴの RGB

の値と比較して色差を求める）。  

下記の方法を用いて②の染色液の配合などの条件を変えて染色した。 

方法(Ⅰ) 布にまんべんなくインディゴを付着させる。溶かす水酸化ナトリウムとハイドロサ

ルファイトナトリウムの量をそれぞれ 0.1ｇから 0.1ｇずつ増やし 0.5ｇを最大として

染色液を作り、染色する。 

方法(Ⅱ) インディゴ 0.1ｇと水酸化ナトリウムの量は 0.1ｇで統一し、溶かすハイドロサルフ

ァイトナトリウムの量を 0.1ｇから 0.1ｇずつ増やし 0.5ｇを最大として染色液を作り、

染色する。 

方法(Ⅲ) インディゴ 0.1ｇとハイドロサルファイトナトリウムの量は 0.1ｇで統一し、溶かす

水酸化ナトリウムを 0.1ｇから 0.1ｇずつ増やし 0.5ｇを最大として染色液を作り、染

色する。  

方法(Ⅳ) インディゴ 0.1ｇで統一し、溶かす水酸化ナトリウムとハイドロサルファイトナトリ

ウムの量をそれぞれ 0.1ｇから 0.1ｇずつ増やし、0.5ｇを最大の量として染色液を作

り染色し、酸化時間を５分、30 分、60分と時間を変える。  

方法(Ⅴ)  インディゴ、水酸化ナトリウム、ハイドロサルファイトナトリウムそれぞれ 0.1ｇを

100mL の水に溶かし染色液を作り、10℃から 50℃前後まで 10℃ずつ上昇させ、各温度

で染色する。  

３ 結果と考察 
(1) 方法(Ⅰ)の色差が他の方法の色差と比べて小さかった。 このことから、布に直接インディゴ

をつける方法が一番染まりやすいと考えられる。  
(2) 染色液中のハイドロサルファイトナトリウムの質量のみが増加したとき、染色した布の色差 
が小さくなった。このことから、ハイドロサルファイトナトリウムの質量が増加すると染まり 
やすくなると考えられる。 

(3) 方法(Ⅴ)より、染色液の温度が上昇すると、染色した布の色差が大きくなった。 このことか

ら、低温の方が染まりやすいと考えられる。 
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